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審議事項 
 「琉球大学に地域統括相談支援センターを設置すること」が実現可能なように、協議会

から、沖縄県知事に要望して欲しい。 
 
提案趣旨 
 平成２３年度厚生労働省概算要求において、「都道府県がん対策推進事業」が 9 億 4000
万円計上された。単純計算すれば、各都道府県当たり 5000万円の予算が計上されている。 
 「都道府県に新たに地域統括相談支援センターを設置し、患者・家族らのがんに関する

相談について、心理、医療や生活・介護など様々な分野に関する相談をワンストップで提

供する体制を支援するための事業（具体的には、ピアサポーターなど様々な分野に関する

相談に対応するための相談員の確保及びその研修、相談内容の分析、がん患者サロンの整

備等）」が新たに補助メニューから追加された。 
 現在、琉大病院は都道府県拠点病院として精力的に事業を展開しており、宮古地区や八

重山地区での患者の集まり（がん患者サロン）にも関わっている。新たに設置が謳われて

いる地域統括相談支援センターの設置場所として好適であると考える。 
 また、この事業は１／２補助事業であり、沖縄県はこれまで殆どのこのような事業につ

て参加してこなかったために、沖縄県のがん対策予算が４７都道府県において低額なもの

になっている。このため、がん患者に直接かかわる本事業には、是非参加をお願いしたい。 
 
具体的提案 
１ 議長名で、沖縄県知事に要望書を提出する。 
２ 要望書の内容は、「琉球大学に地域統括相談支援センターを設置すること」を要望する

ものとする。 
３ 琉球大学に地域統括相談支援センターが設置された場合は、その事業内容に関しては、

本協議会および、より具体的には相談支援部会等の下部７部会で検討することとする。 
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